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心
理
士
に
よ
る
心
の
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

心
の
悩
み
で
お
悩
み
の
方
、

又
は
そ
の
家
族
の
方
は
こ
の
機

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

応
相
談

◆
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

 

総
合
セ
ン
タ
ー

問
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
５

　

村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
心

配
な
こ
と
が
あ
っ
て
困
っ
て
い

る
方
の
た
め
に
、
毎
月
第
２
土

曜
日
に
心
配
ご
と
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

１
月
９
日
㈯

　
　
　
　

10
：
00
～
12
：
00

◆
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

 

総
合
セ
ン
タ
ー

◆
相
談
員　

村
民
生
委
員

　
　

星　

貞
雄
・
河
島
喜
代
子

問
泉
崎
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
５
５

　

福
島
県
弁
護
士
会
白
河
支
部

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

を
実
施
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

◆
日
時　

２
月
26
日
㈮

　
　
　
　

13
：
00
～
16
：
00

◆
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

 

総
合
セ
ン
タ
ー

問
泉
崎
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
５
５

　

白
河
税
務
署
で
は
、
申
告
書

作
成
会
場
を
次
の
と
お
り
開
設

し
ま
す
。

◆
場
所　

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ

人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
２
階
講
堂

（
白
河
市
中
田
140
）

◆
期
間　

２
月
８
日
㈪
～
３
月

15
日
㈪

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

◆
時
間　

９
：
00
～
16
：
00

※
申
告
書
作
成
会
場
の
混
雑
緩

和
の
た
め
、
会
場
へ
の
入
場
に

は
「
入
場
整
理
券
」
が
必
要
で

す
。
「
入
場
整
理
券
」
は
会
場

で
の
当
日
配
付
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に

よ
る
事
前
発
行
が
あ
り
ま
す
。

※
配
付
方
法
の
詳
細
は
、
別
途

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ

り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
「
入
場
整
理
券
」
の
配
付
状

況
に
応
じ
て
、
後
日
の
来
場
を

お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
一
環
と
し
て
令
和
２

年
分
の
確
定
申
告
で
は
、
公
的

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
を

主
な
対
象
と
し
て
、
２
月
16
日

よ
り
も
前
か
ら
申
告
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。

申
告
義
務
の
な
い
還
付
申
告
者

に
係
る
申
告
期
限
等
に
つ
い

て
！

　

申
告
義
務
の
な
い
方
が
行
う

還
付
申
告
は
、
５
年
間
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
令
和
２

年
分
の
確
定
申
告
の
場
合
は
、

令
和
７
年
12
月
31
日
ま
で
）
。

　

年
末
調
整
済
み
の
給
与
所
得

の
み
の
方
で
、
医
療
費
控
除
や

寄
付
金
控
除（
ふ
る
さ
と
納
税
）

に
よ
り
還
付
を
受
け
る
方
な
ど

が
該
当
し
ま
す
。

問
白
河
税
務
署

☎
０
２
４
８
・
２
２
・
７
１
１
１

（
音
声
案
内
で
「
２
」
番
を
選

択
し
て
く
だ
さ
い
。
）

　

福
島
県
県
南
保
健
福
祉
事
務

所
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連

携
し
て
ひ
と
り
親
家
庭
向
け
に

就
職
活
動
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
！

　

お
仕
事
に
つ
い
て
の
相
談
、

求
人
情
報
の
提
供
、
履
歴
書
の

書
き
方
や
面
接
の
受
け
方
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
電
話
の
み
の
相
談
も
で
き

ま
す
。
ま
ず
は
、
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
！
（
相
談
無
料
、

秘
密
厳
守
）

◆
受
付
時
間　

９
：
00
～
17
：

00
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

◆
場
所　

県
南
保
健
福
祉
事
務

所
（
白
河
市
郭
内
127
）

問
県
南
保
健
福
祉
事
務
所

児
童
家
庭
支
援
チ
ー
ム
ひ
と
り

親
家
庭
就
業
支
援
専
門
員

☎
０
２
４
８
・
２
２
・
５
６
４
７

　

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優

生
手
術
等
を
受
け
た
方
に
対
し
、

国
か
ら
一
時
金（
３
２
０
万
円
）

を
お
支
払
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

県
で
は
一
時
金
の
請
求
受
付

相　
　
談

心
の
相
談
会

無
料
法
律
相
談

心
配
ご
と
相
談
所

申
告
書
作
成
会
場
開

設
の
お
知
ら
せ

ひ
と
り
親
家
庭
の
就

職
・
転
職
活
動
サ
ポ

ー
ト
窓
口

福 島 工 場／福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字坊頭窪１番地
　　　　　　　☎0248-53-3491・FAX0248-53-3493
第二福島工場／福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字山崎山１番地３
　　　　　　　☎0248-54-1618・FAX0248-54-1619
白 河 工 場／福島県白河市萱根月ノ入１番地21
　　　　　　　☎0248-21-1401・FAX0248-21-1404
白河第二工場／福島県白河市萱根月ノ入１番地21
　　　　　　　☎0248-28-5061・FAX0248-28-5064
本　　　　社／埼玉県さいたま市大宮区土手町２丁目７番２
　　　　　　　☎048-650-6051・FAX048-650-5201
https://www.asahi-rubber.co.jp/

旧
優
生
保
護
法
に
よ

る
優
生
手
術
等
を
受

け
た
方
へ
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す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

（
全
額
免
除
）
と
産
前
産
後
期

間
の
免
除
制
度
の
違
い
、
全
額

免
除
の
場
合
、
将
来
の
給
付
額

は
全
額
納
付
時
と
比
べ
２
分
の

１
と
な
り
ま
す
が
、
産
前
産
後

期
間
の
免
除
は
そ
の
期
間
も
保

険
料
を
納
付
し
た
も
の
と
し
て

受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　

届
出
の
用
紙
は
、
年
金
機
構

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
を

す
る
か
、
年
金
事
務
所
ま
た
は

役
場
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り

ま
す
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

・
母
子
健
康
手
帳

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
等
）

問
村
住
民
福
祉
課
住
民
係

 

国
民
年
金
担
当
窓
口

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
１
１
２

【
福
島
県
こ
ど
も
緊
急
電
話
相
談
】

　

看
護
師
や
医
師
が
家
庭
で
の

対
処
法
な
ど
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

す
。

◆
受
付
時
間

　

毎
日
19
時
～
翌
朝
８
時

☎
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
♯
８
０
０
０

会
を
開
催
し
、
特
別
措
置
法
に

基
づ
く
救
済
や
、
手
続
の
内
容
、

弁
護
団
へ
の
依
頼
の
方
法
等
を
、

弁
護
士
が
分
か
り
や
す
く
説
明

し
ま
す
。
気
軽
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。

◆
日
時　

１
月
23
日
㈯

　
　
　
　

10
：
00
～
15
：
00

◆
内
容　

集
団
予
防
接
種
で
Ｂ

型
肝
炎
に
な
っ
た
人
と
そ
の
家

族
を
対
象
と
し
た
弁
護
士
に
よ

る
電
話
相
談

※
相
談
は
無
料
で
す
が
、
通
話

料
は
か
か
り
ま
す
。

問
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
弁

護
団

☎
０
２
５
・
２
２
３
・
１
１
３
０

　

血
液
は
人
工
的
に
造
る
こ
と

が
で
き
ず
、
ま
た
長
い
期
間
に

わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ
と
も
で

き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
絶
え

ず
誰
か
の
献
血
が
必
要
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
拡
大
下
で
も
、
毎
日
約
１

３
，０
０
０
人
の
献
血
の
ご
協

力
が
必
要
で
す
。
尊
い
命
を
救

う
た
め
に
、
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
骨
髄
バ
ン
ク
の
ド
ナ
ー
登

の
ほ
か
、
請
求
手
続
に
関
す
る

質
問
・
相
談
に
相
談
員
が
対
応

い
た
し
ま
す
の
で
、
御
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
請
求
期
限
は
令
和
６

年
４
月
23
日
ま
で
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

問
旧
優
生
保
護
法
に
関
す
る
相

談
窓
口

☎
０
２
４
・
５
２
１
・
８
２
９
４

　

集
団
予
防
接
種
に
よ
る
Ｂ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
は
全
国

に
40
数
万
人
に
及
ぶ
と
も
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
11

月
30
日
現
在
、
全
国
で
特
別
措

置
法
に
基
づ
く
救
済
を
求
め
て

提
訴
し
た
原
告
数
は
わ
ず
か

３
万
１
７
７
３
名
、
そ
の
う
ち

和
解
成
立
に
至
っ
た
原
告
数
は

２
万
７
０
５
６
名
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。
今
の
ペ
ー
ス
で
は

大
多
数
の
救
済
さ
れ
る
べ
き
対

象
者
が
救
済
さ
れ
な
い
事
態
と

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

即
別
措
置
法
の
救
済
対
象
者

は
、
国
に
責
任
の
あ
る
医
原
病

と
も
い
う
べ
き
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
被
害
者
で
す
。
そ

の
よ
う
な
方
を
一
人
で
も
多
く

救
済
さ
れ
る
よ
う
、
電
話
相
談

録
会
も
併
せ
て
開
催
い
た
し
ま

す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◆
実
施
日

　

令
和
３
年
１
月
29
日
㈮

◆
受
付
時
間

　

９
：
30
～
11
：
30

◆
会
場　

泉
崎
村
役
場

問
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
５

～
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

で
平
成
31
年
２
月
１
日
以
降
に

出
産
さ
れ
た
方
へ
～

　

国
民
年
金
国
民
年
金
第
１
号

被
保
険
者
が
出
産
を
さ
れ
た
際
、

産
前
産
後
の
国
民
年
金
保
険
料

が
一
定
期
間
免
除
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
国
民
年
金
保

険
料
を
月
額
100
円
程
度
引
き
上

げ
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
年
金

の
被
保
険
者
全
体
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日

が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か

月
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免

除
に
な
り
ま
す
。

　

届
出
は
、
出
産
予
定
日
の
６

か
月
前
か
ら
で
き
ま
す
の
で
、

お
早
め
の
届
出
を
お
願
い
し
ま

案　
　
内

「
献
血
に

 

ご
協
力
く
だ
さ
い
」

弁
護
士
に
よ
る
Ｂ
型

肝
炎
特
別
措
置
法
電

話
相
談
会
（
無
料
）

産
前
産
後
期
間
の
国

民
年
金
保
険
料
が
免

除
に
な
り
ま
す
！

☎
０
２
４
・
５
２
１
・
３
７
９
０

【
小
児
平
日
夜
間
救
急
外
来
】

　

受
診
前
に
必
ず
電
話
し
、

「
小
児
平
日
夜
間
救
急
外
来
」

と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

◆
診
察
場
所

　

白
河
厚
生
総
合
病
院
小
児
科

外
来

◆
診
察
日

　

平
日
（
た
だ
し
、
病
院
の
休

診
日
及
び
祝
日
は
除
く
。
）

◆
受
付
時
間

　

19
：
15
～
21
：
15

　

急
病
患
者
の
利
用
を
原
則
と

し
て
い
ま
す
の
で
、
薬
は
１
日

分
と
な
り
ま
す
。
翌
日
は
、
か

か
り
つ
け
医
の
診
察
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　

体
の
具
合
が
悪
く
な
っ
た
ら
、

な
る
べ
く
昼
間
の
う
ち
に
、
医

療
機
関
に
相
談
、
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

☎
０
２
４
８
・
２
２
・
２
２
１
１

　

医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤

師
・
看
護
師
・
歯
科
衛
生
士
な

ど
の
皆
さ
ん
に
は
、
２
年
に
１

度
、
届
出
票
の
提
出
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
は
届
出
の
年
に
あ

た
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
方

夜
間
に
突
然
、
お
子

さ
ん
の
体
の
具
合
が

悪
く
な
っ
た
ら

医
療
従
事
者
の
皆
さ

ん
は
届
出
を
忘
れ
ず

に
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は
令
和
２
年
12
月
31
日
現
在
の

状
況
を
保
健
所
ま
で
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

①
日
本
に
居
住
し
、
日
本
の
医

籍
・
歯
科
医
籍
・
薬
剤
師
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
全
て
の
医

師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
（
従

事
し
て
い
な
い
方
も
含
み
ま

す
）

【
届
出
先
：
住
所
地
ま
た
は
就

業
地
を
管
轄
す
る
保
健
所
】

②
県
内
で
就
業
し
て
い
る
保
健

師
・
助
産
師
・
看
護
師
・
准
看

護
師
・
歯
科
衛
生
士
・
歯
科
技

工
士

【
届
出
先
：
就
業
地
を
管
轄
す

る
保
健
所
】

◆
保
健
所
へ
の
提
出
期
限

　

令
和
３
年
１
月
15
日
㈮

問
県
南
保
健
所

☎
０
２
４
８
・
２
２
・
５
４
４
７

問
県
庁
保
健
福
祉
総
務
課

☎
０
２
４
・
５
２
１
・
７
２
１
７

問
県
庁
医
療
人
材
対
策
室

☎
０
２
４
・
５
２
１
・
７
２
２
２

　

私
立
大
学
通
信
教
育
協
会
で

は
大
学
通
信
教
育
に
対
す
る
社

会
の
認
識
と
理
解
を
啓
発
す
る

こ
と
と
、
入
学
を
希
望
す
る
者

に
対
す
る
希
望
大
学
の
教
育
内

容
の
説
明
と
学
習
相
談
を
目
的

に
大
学
通
信
教
育
春
季
合
同
入

学
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

各
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大

学
別
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

参
加
者
は
希
望
す
る
大
学
の
教

職
員
か
ら
講
義
内
容
・
学
習
方

法
・
受
講
手
続
き
等
に
つ
い
て
、

直
接
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
参
加
者
に
は
大
学
通

信
教
育
の
概
要
、
学
習
方
法
、

開
設
学
科
一
覧
、
取
得
で
き
る

教
員
免
許
・
資
格
な
ど
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
小
冊
子
を
配
布
し

ま
す
。

◆
対
象

　

一
般
の
方
・
高
校
生

◆
日
時　

２
月
６
日
㈯

　
　
　
　

11
：
00
～
16
：
00

　

事
前
予
約
制
・
入
場
無
料

◆
会
場

　

仙
台
市
中
小
企
業
活
性
化
セ

ン
タ
ー
Ａ
Ｅ
Ｒ
（
ア
エ
ル
）

◆
参
加
大
学

　

法
政
大
、
日
本
大
、
東
北
福

祉
大
、
早
稲
田
大
な
ど
24
校

※
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
状
況
に
よ
り
、
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

最
新
情
報
は
当
協
会
の
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
に
て
ご
確
認
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
公
益
財
団
法
人
私
立
大
学
通

信
教
育
協
会

☎
０
３
・
３
８
１
８
・
３
８
７
０

　

農
業
者
年
金
は
、
積
立
方

式
・
確
定
拠
出
型
の
終
身
年
金

で
す
。
保
険
料
の
額
は
自
由
に

決
め
る
こ
と
が
で
き
、
支
払
っ

た
保
険
料
は
、
全
額
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
認
定
農
業
者
な
ど
の
一

定
要
件
を
満
た
す
方
は
、
保
険

料
の
国
庫
補
助
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

次
の
３
つ
の
要
件
を
満
た
し

て
い
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
加
入

で
き
ま
す
。

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満

②
年
間
の
農
業
従
事
日
数
が
60

日
以
上

③
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

（
国
民
年
金
の
保
険
料

 
納
付
免
除
者
を
除
く
）

問
泉
崎
村
農
業
委
員
会

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
４
３
０

　

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
郡
山
で

は
、
求
職
中
の
方
を
対
象
と
し

て
、
国
家
資
格
「
介
護
福
祉

士
」
の
取
得
と
介
護
福
祉
業
界

へ
の
正
社
員
就
職
を
目
指
す
こ

と
を
目
的
と
し
た
２
年
間
の
教

育
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

◆
募
集
コ
ー
ス

　

介
護
福
祉
士
養
成
科

◆
訓
練
期
間

　

令
和
３
年
４
月
～
令
和
５
年

３
月
（
２
年
間
）

◆
訓
練
会
場

　

県
内
の
介
護
福
祉
士
養
成
施

設◆
受
講
料

　

受
講
料
は
無
料
で
す
。

※
テ
キ
ス
ト
代
や
保
険
代
等
は
、

個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

◆
そ
の
他

　

募
集
期
間
は
、
１
月
中
旬
か

ら
２
月
末
日
を
予
定
し
て
い
ま

す
が
、
受
講
対
象
者
・
申
込
方

法
等
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ

せ
先
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ

ー
郡
山
教
務
課
委
託
訓
練
担
当

☎
０
２
４
・
９
４
４
・
１
６
３
３

大
学
通
信
教
育
春
季

合
同
入
学
説
明
会

催　
　
し

農
業
者
年
金
に
加
入

し
ま
せ
ん
か
？

募　
　
集

介
護
福
祉
士
養
成
科

の
訓
練
生
募
集

建築工事などその他
☆気軽に御相談ください。
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